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■かわまちづくりについて

１ かわまちづくり新スキーム図（案）

２ 取り組み内容の紹介

◎おとがワ！活用実行委員会の事業内容（2018 年度）

資料 1-1

作成：おとがワ！活用実行委員会

（案）
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◎取組例：「おとがワ！ンダーランド」の概要

出典：おとがワ！ンダーランド 2018 実施プログラム募集要項
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出典：おとがワ！ンダーランド 2018 実施プログラム募集要項
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出典：おとがワ！ンダーランド 2018 実施プログラム募集要項
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出典：おとがワ！ンダーランド 2018 実施プログラム募集要項
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３ 乙川リバーフロント地区かわまちづくり協議会の開催実績

協議会 開催日

第 1回 ・これまでの経緯について

・役員選出について

・要綱の改編について

・推進体制について

・都市・地域再生等利用区域指定等に関する

要望書案について（概要報告）

・年間スケジュールについて

2015 年

10 月 1 日

第 2回 ・都市・地域再生等利用区域の指定等に関する

要望書案について

・都市・地域再生等利用区域指定の公表について
10 月 27 日

第 3回 ・都市・地域再生等利用区域指定の公表について 11 月 25 日

第 4回 ・12/26 社会実験「泰平の祈り」プロジェクトについて 12 月 15 日

第 5回 ・H28 年次事業計画について（活用実行委員会より）

・H27 年度事業の報告

・ミズベリングについて

2016 年 3 月 16 日

第 6回 ・平成 28 年度夏季各事業の審議 （その１） 4月 25 日

第 7回 ・平成 28 年度夏季各事業の審議 （その２） 5月 24 日

第 8回 ・平成 28 年度占用許可・使用契約締結 7月 4 日

第 9回 ・おとがワ！ンダーランドの報告 10 月 22 日

第 10 回 ・平成 29 年度の取り組み

・岡崎青年会議書の５ヵ年ビジョン

2017 年 3 月 16 日

第 11 回 ・平成 29 年度の取り組みと占用事務について

 ⑴ おとがワ！ンダーランド実施内容 

 ⑵ 乙川観光船事業計画 

 ⑶ 泰平の祈り  

6 月 29 日

第 12 回 ・おとがワ！ンダーランドの実施状況報告

・講演「乙川の水循環-水から知る森の恵み-」

・乙川河川緑地現地視察

10 月 6日

第 13 回 ・H29 年度の取り組みについて（報告）

・平成 30 年度の取り組みについて

2018 年 2 月 22 日

第 14 回 ・平成 30 年度の取り組み状況報告 7月 3 日

第 15 回 ・おとがワ！ンダーランド 2018 実施状況視察

・講演会

8月 17 日

第 16 回 ・平成 30 年度の取り組み実施状況報告

・協議会の体制について

12 月 26 日

第 17 回 ・平成 31 年度の取り組みについて 3月 19 日

（予定）
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４ 実行委員会の NPO 事務局委託費（平成 29 年度かわまちづくり活用促進業務）

以下に平成 29 年度に NPO に委託したかわまちづくり社会実験の業務委託内容を明示します。

現在は民間主体の自立した体制への移行を進めています。

（公募期間 211 日、実施日数 54 日、実施プログラム数 41、実施団体数 24団体）

◎明細表

費目・工種・細別等 金額

直接人件費 4,736,500

１ 計画準備・進行管理 389,200

２ 社会実験の企画運営

と評価検証

①社会実験実施に向けた企画と準備 792,000

②活用実行委員会の開催運営 352,000

③社会実験の運営 1,896,000

④殿橋テラスの公募及び運営支援 246,000

⑤情報発信方針の検討と実施 246,000

⑥評価検証 264,000

３ 担い手の発掘と育成のための支援 113,400

４ 打合せ協議（計 5回） 156,500

５ 報告書作成 245,400

諸経費（直接人件費の 30％） 1,420,950

合計（税抜） 6,157,450

◎明細表の内訳

工種・細別等 名称
数量
(人) 単価 金額

１ 計画準備・進行管理
技師 5 37,200 186,000

技術員 8 25,400 203,200

２-① 社会実験実施に向けた企画と準備
技師 9 37,200 334,800

技術員 18 25,400 457,200

２-② 活用実行委員会の開催運営
技師 4 37,200 148,800

技術員 8 25,400 203,200

２-③ 社会実験の運営
技師 10 37,200 372,000

技術員 60 25,400 1,524,000

２-④ 殿橋テラスの公募及び運営支援
技師 3 37,200 111,600

技術員 6 25,400 152,400

２-⑤ 情報発信方針の検討と実施
技師 3 37,200 111,600

技術員 6 25,400 152,400

２-⑥ 評価検証
技師 3 37,200 111,600

技術員 6 25,400 152,400

３ 担い手の発掘と育成のための支援
技師 1 37,200 37,200

技術員 3 25,400 76,200

４ 打合せ協議（計 5回）
技師 0.5 37,200 18,600

技術員 0.5 25,400 12,700

５ 報告書作成
技師 2.5 37,200 93,000

技術員 6 25,400 152,400
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５ 業務内容（平成 29年度かわまちづくり活用促進業務仕様書）

１ 計画準備・進行管理

本業務を実施するにあたり、契約書、本特記仕様書、指示事項等を十分に把握し、業務計画

書に取りまとめ、進行管理を行う。

２ 社会実験の企画運営と評価検証

① 社会実験実施に向けた企画と準備

⑴ かわまちづくり協議会への参画 

⑵ 平成 28 年度実施結果からのアイデア整理、事業企画等 

⑶ 使用料、マネジメント料の見直し検討 

⑷ 事業者等の募集 

⑸ 沿川地先住民への水辺活用の啓発・連携 

⑹ 応募者のための個別相談・説明会の実施 

⑺ 応募事業（プログラム）の審査及び調整 

⑻ 研修会の実施 

⑼ 関係機関・関連事業者との調整 

② かわまちづくり活用実行委員会（以下「活用実行委員会」という）の開催運営

事務局を設置すると共に、社会実験の企画調整及び評価・検証のための情報収集・意見交

換を行うための活用実行委員会を開催し、運営する。参加者は社会実験の応募者を対象とす

る。

③ 社会実験の運営

民間事業者・市民団体・地域住民によるプログラムへの支援を行う

⑴ 受付窓口の設置及び運営 

⑵ プログラム実施のための管理 

④ 殿橋テラスの公募及び運営支援

⑴ 事業者の選定 

水辺の活用及び情報発信の拠点として設置する「殿橋テラス」の運営事業者の募集及び選

定を行う。

⑵ 企画、空間演出、情報発信支援 

事業者と連携し、水辺活用を促進するための企画や空間演出を行うと共に、事業者が実施

する情報発信の支援を行う。

⑤ 情報発信方法の検討と実施

平成 28 年度社会実験による課題を踏まえ、具体的な情報発信方法を検討し実施する。

⑴ 来場を促す分かりやすい情報発信 

⑵ 来場者に対し、より積極的な水辺活用を啓発する情報発信 

⑶ 事業者に対し、より魅力的な水辺活用を啓発する情報発信 

⑷ MIZBERING 乙川会議 2017 の企画運営 
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⑥ 評価検証

⑴ 評価項目の作成 

⑵ 活用実態調査の実施 

⑶ 社会実験の検証 

３ 担い手の発掘と育成のための支援

日常的な水辺空間活用を促進するため、活用実行委員会における意見交換、協議を通じて、

核となる担い手を発掘するとともに育成するための支援を行う。

① 担い手の発掘と育成のための支援

社会実験の応募事業者、「まちのトレジャーハンティング＠岡崎」参加者、地元企業、地域

住民、市民団体等、豊かに水辺空間を活用することができる担い手を発掘（リストアップ）

し、育成するための支援を行う。

４ 打ち合わせ協議

打合せ協議は下記回数以上を実施する。

①着手時１回

②中間３回

③完了時１回

５ 報告書作成

上記の検討の内容と結果を踏まえた具体的な指針をとりまとめ、業務報告書を作成する。

以上


